
 
 

このチラシは、猫による環境問題や不幸な猫を減少させる為の取り組みの一つとして、猫の適正飼養につい

ての相談が発生した地域に配布しています。            

 
＊ 猫の適正な飼い方 ＊ 

☆所有者明示を忘れずに!!☆ 
近年、飼っている犬や猫が突然逃げ出してしまい、迷子になり、帰ってこれなくなってしまったという相談が 
多数寄せられています。 
大切なペットの為に、首輪を装着し迷子札をつける・マイクロチップを埋め込むなどの対策を講じて下さい。 

越前町役場 住民環境課   0778-34-8708 
（内容についてのご相談・お問い合わせ先） 

福井県動物愛護センター（福井市徳尾町 18-1-1）0776-38-2212 

完全室内飼養をしましょう 
猫は犬のように屋外に出る際にリード等でつながなければならない（係留義務）という決まりはないため、 

一度外に出てしまうとどこで何をしているかがわからなくなります。故に・・・ 

 

・交通事故 越前町内での死亡猫の年間回収数 ５２匹（平成３０年度） 

毎年、他動物と比べてもかなり多い数になっています。 

・迷子・他動物とのケンカ・病気の感染 

・近隣環境への被害 

人の敷地内に排泄、車に傷をつける、植木を荒らすなど。 

・野良猫の増加 

不妊・去勢手術が施されていないオスとメスが出会い繁殖します。 

 

上記の様に猫と人の両方に被害が出てしまいます。 

愛猫の安全、命を思うのならば、完全室内飼養をして下さい。 

また、愛猫の不妊・去勢手術の実施についても検討しましょう。 

猫のエサやりには「管理」と「責任」が必要です！ 
猫にエサを与えると、その場所を覚え、通うようになります。そうなると・・・ 

 

・他の飼い主がいる猫も居つく 

  本来の飼い主とのトラブルの原因になります。 

・たくさんの野良猫が寄りつき繁殖する 

猫が増えすぎると、管理が困難になり、 

交通事故等に遭う不幸な命が生まれます。 

・近隣に迷惑をかけてしまう 

  最悪の場合、被害に遭った近隣住民から 

  責任を問われる可能性があります。 

 

人としての優しさから【猫にエサを与えたい気持ち】が出てくるのは良いことですが、「エサを与えるだけ」 

という無責任な接し方では、不幸な命を増やすという結果となり、更には地域に甚大な被害をもたらします。 

 

もしエサをあげるなら、飼い主と同様の責任を持ち、しっかりと管理をしてあげましょう。 

猫による問題をなくすために 

犬 2

猫 52

猪 31

鹿 12

鳥 9猿 2

その他 87

越前町内の道路上で死亡した

動物の回収数（平成30年度）

「置きエサ」は猫が

集まる原因になるよ 

糞尿の後始末もしてね 

※猫を飼育していない方も、是非ご一読ください。 


